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０９年年末一時金 

回答加重平均1.59 ヵ月（前年同組合実績0.08 ヵ月減） 
２００９年年末一時金の全体での加重平均支給月数は１．５９ヵ月（単純平均は１．１７ヵ月）となりました。平均支給金額
は２９万５４９５円となりました（金額の回答報告が少なく比較は難しくなっています）。 
 

 

2009年年末一時金（回答・全体） 2010年3月8日

組合名 月数 金額 組合名 月数 金額

建設技研 3.01 1,022,055 協立Ｃ 0.50

エイト日技 1.01 234,522 開発虎ノ門Ｃ 0.80

日本建設Ｃ 1.52 359,700 ジルコ 0.30

パシフイックＣ 2.62 復建技術 1.00 275,504

日本工営 2.00 内外Ｅ 1.00

日水コン 0.80 208,000 ニュージェック 0.48 154,333

オオバ 1.00 東洋技研Ｃ 0.50

橋梁Ｃ 1.00 全日本Ｃ 1.75 429,600

日本交通技術 1.00 中電技術Ｃ 1.455 373,800

セントラルＣ 3.00 西日本技術開発

トーニチＣ 0.80 サンコーＣ 0.50

日本港湾Ｃ 0.70 応用地質 1.30

日本シビックＣ 1.00 中央開発 2.16

東京建設Ｃ 2.30 明治Ｃ 0.50

東光Ｃ 1.00 川崎地質 0.4607 142,000

建設企画Ｃ 0.00 0 大成基礎設計 0.45

東京Ｃ 0.50 日本物理探鉱 0.40 100,000

復建Ｅ 2.00 538,826 国土防災技術 0.50

三井共同建設Ｃ 1.50 382,300 全アジア航測 0.55 151,976

千代田Ｃ 60,000 国際航業 1.01 284,387

パシコン技管 1.20 パスコ 1.00 242,397

太陽Ｃ 1.00 朝日航洋 2.50 625,000

地域開発Ｃ 30,000 中野積算 0.73

＊日本港湾Ｃと日本物理探鉱は平均賃金25万円で計算

2009年年末一時金回答・妥結平均

業　　種　　別 組合数 単純平均(月数) 加重平均(月数) 単純平均(金額)

コンサルタント 31 1.27 1.87 312,972

地  質  調  査 8 0.78 0.94 121,000

測          量 4 1.27 1.11 325,940

建          築 1 0.73 0.73

全          体 44 1.17 1.59 295,495

(2008年実績) 46 1.16 1.67 289,551

差 0.01 -0.08 5,944

備考 備考

【春に年間決定〔夏冬型〕】

【春に年間決定〔夏冬型〕】

(本社:0.73,名古屋:金一封,仙台:
寸志,大阪:0.58,本社の回答を採
用)

(一律10万円)

【春に年間決定〔夏冬型〕】

(0.50+一律1.5万円)

【春に年間決定〔夏冬型〕】

【春に年間計画決定〔夏冬型〕
3.60は固定で夏40%､冬60%】

(一律14万2000円)

【春に年間決定〔夏冬型〕】

(諸事情により「非公表」､回答は
昨年実績以上）

【冬に年間決定〔冬夏型〕】(期末

配分0.20含む)

【春に年間決定〔夏冬型〕】

【春に年間決定〔夏冬型〕】0.75

の支給予定が一律3万円に

【春に年間決定〔夏冬型〕】(3月
に+α決定)

【春に年間決定〔夏冬型〕】

【春に年間決定〔夏冬型〕】

(+αあり、0.50にはα含まず)

(平均)

(一律6万円)

【春に年間決定〔夏冬型〕】

【春に年間決定〔夏冬型〕】

(要求しないので0.00)

(0.50＋一律5万円、夏は別途協議)

【春に年間決定〔夏冬型〕】

(昨年は期末配分0.30支給)

(決算確定後の1月に+α協議)

【春に年間決定〔夏冬型〕】(冬は
+α交渉､α=2.00含む)

（期末0.99を含む）

【秋年間決定〔夏冬型〕】

【春に年間決定〔夏冬型〕】(3月

に+α決定)
【春に年間決定〔夏冬型〕】(+α

含む、α=0.00)
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組合委員長および組合役員へお渡しください。 


